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版(約 3 ヶ月おきに出版される)がカタログスタンドに配架されてから 1 週間経過した後の 2 週間であ
る。表 1 に計測期間を示した。 
表 1 本実験の計測期間 
計測期間 カタログスタンドの状態 
7 月 4 日(月) ～7 月 15 日(金) レゴ®ブロックによる装飾無し 
10 月 10 日(月)～10 月 21 日(金) レゴ®ブロックによる装飾有り 
 
表 1 に従った期間において、両駅の広報誌の減少量を次の方法で計測した。 
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① 月曜日から金曜日において、計測日の午前 8 時～10 時の時間帯に広報誌を 30 部、カタログスタ
ンドに配置する。翌朝にカタログの減少量を数えて、その部数を前日のカタログの減少量とした。 
② 土曜日と日曜日は計測を行わず、金曜日の午後 5 時前後から月曜日の午前 8 時～10 時の期間に
おける減少量を土曜日と日曜日の減少量とした。このため、金曜日の減少量のみ当日の午前 8 時






   































表 2 第一週目(7 月 4 日(月)～7 月 10 日(日)) 
日時 4 日(月) 5 日(火) 6 日(水) 7 日(木) 8 日(金) 9～10日(土日) 合計 
減少量(阪) 11 6 7 6 7 10 47 
減少量(千) 5 18 4 9 3 24 63 
 
表 3 第二週目(7 月 11 日(月)～7 月 15 日(金)) 
日時 11 日(月) 12 日(火) 13 日(水) 14 日(木) 15 日(金) 合計 
減少量(阪) 9 3 5 5 9 31 
減少量(千) 7 16 7 4 5 39 
② レゴ®ブロックによる装飾有り 
表 4 第一週目(10 月 10 日(月)～10 月 16 日(日)) 
日時 10 日(月) 11 日(火) 12 日(水) 13 日(木) 14 日(金) 15～16日(土日) 合計 
減少量(阪) 7 8 9 17 9 11 61 
減少量(千) 10 9 9 8 6 21 63 
 
表 5 第二週目 10 月 17 日(月)～10 月 21 日(金)) 
日時 17 日(月) 18 日(火) 19 日(水) 20 日(木) 21 日(金) 合計 
減少量(阪) 6 6 12 14 6 44 











表 6 装飾前後における広報誌の減少量の変化の有意性 
 阪大病院前駅 千里中央駅 
𝑝値 0.078 0.970 
t 値 1.855 0.038 
 
  ここで、本実験では T 検定において、𝑝値とは、「装飾前後で平均値の差が確率𝑝で偶然得た」こと
を示す値であり、この値が小さいほど平均値の差に有意性が見られることを表す。特に、この値が 0.05
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以下であれば、その有意性が認められ、 で、有意傾向にあると判断できる。 
  表 6 に示す値から、阪大病院前駅では装飾前後における広報誌の減少量に対する平均値の変化に有
意な傾向が見られた( )が、千里中央駅では、その変化に有意性は見られな
かった 。 
  t 値は𝑝値に対応する値であり、本実験ではサンプル数から自由度 20 として計算した。一般に t 値
は、2 以上あれば、有意差が認められる。𝑝値において有意傾向が認められた阪大病院前駅では、t 値





考えられた。図 1，2 に阪大病院前駅と千里中央駅の構内図を示した。 
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 結論 
  阪大病院前駅における実験結果からレゴ®ブロックによる宣伝効果が統計学的な視点から見て、有
意なものとして認められた。このため、レゴ®ブロックは本学の広報手段のツールとして大いに貢献
できると考えられた。また、千里中央駅の実験結果からカタログスタンドが設置されている位置がレ
ゴ®ブロックの宣伝効果を阻害してしまう可能性があるということも考えられた。これらのことから
結論として、レゴ®ブロックがもたらす宣伝効果は、設置する環境によるが、有意なものとして活用
できた。 
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